第17回 日本AEM学会定時総会議事録
日　時 : 2007年5月16日(水)12:30-13:10
場　所 : 早稲田大学国際会議場
出席者 : 会員373名中77名(内委任55通)によって正会員の7分の1以上の定足数を満たす.
議事: 
1. 司会の選出

司会として慶応義塾大学の澤田達男教授にお願いすることで会の承認を得た．
2. 開会の辞
会長である東北大学の谷順二教授により開会の挨拶がなされた.
3. 議案の審議
3.1第1号議案：2006年度事業報告並び収支決算に関する件
副会長の大分大学の榎園正人教授より事業報告並び,決算報告がなされ,報告後いずれも承認された.
3.2第2号議案：日本AEM学会｢会則｣の変更に関する件
副会長の大分大学の榎園正人教授より「会則」の一部改正について提案があり,会の承認を得た.
3.3第3号議案：次期役員選出に関する件

副会長の大分大学の榎園正人教授より次期役員の選出に関して提案があり,会の承認を得た.
3.4第4号議案：2007年度事業計画並びに収支予算に関する件
副会長の大分大学の榎園正人教授により事業計画並び,収支予算が読み上げられ,提案後いずれも承認された.
4. 議事録署名人の承認
署名人として東海大学の石橋一久教授および岡山大学の高橋則雄教授にお願いすることで会の承認を得た.
5. 閉会の辞
東京大学の樋口俊郎教授により閉会の挨拶がなされた.
第一号議案
2006年度 事業報告
I.庶務事項
 (1)第16回日本AEM学会定時総会(2006年5月19日神戸国際開館)を開催,下記の議案が承認された｡ 
  第1号議案:2005年度事業報告並びに収支決算報告に関する件
  第2号議案:細則の変更に関する件
  第3号議案:次期役員選出に関する件
  第4号議案:2006年度事業計画並びに収支予算に関する件
  (2)理事会を4回開催した｡
  第1回 2006年 6月29日(木) 東京大学工学部14号館713号室
  第2回 2006年12月22日(金) 東京大学工学部14号館330号室
  第3回 2007年 4月 3日(火) 東京大学工学部14号館713号室
  第4回 2007年 5月 9日(水) 東京大学工学部14号館713号室
  (3)企画運営委員会を6回開催した｡
  第1回 2006年 6月29日(木) 東京大学工学部14号館713号室*
  第2回 2005年10月 5日(木) 東京大学工学部12号館2階会議室
  第3回 2006年12月22日(金) 東京大学工学部14号館330号室*
  第4回 2007年 4月 3日(水) 東京大学工学部14号館713号室*
    * 理事会と合同
  (4)編集委員会を4回開催した｡
  第1回 2006年 7月31日(月) 筑波大学
  第2回 2006年10月19日(木) 慶応義塾大学･三田ｷｬﾝﾊﾟｽ
  第3回 2007年 1月18日(木) 鉄道総合技術研究所･東京ｵﾌｨｽ
  第4回 2007年 3月26日(月) 鉄道総合技術研究所･東京ｵﾌｨｽ
　(5)論文委員会をﾒｰﾙ会議で適宜開催した｡
　(6)その他
  ･報告事項
    日本AEM学会賞の授賞式をMAGDAコンファレンスで行った｡
II.事業
[1]会誌等の刊行
 　(1)日本AEM学会誌を年4回刊行した｡
 　(2)MAGDAコンファレンス論文特集号を刊行した｡
 　(3)電磁力関連のダイナミクス・シンポジウム論文特集号を刊行した｡
[2]学術的会合
　(1)第18回電磁力関連のダイナミクス・シンポジウム
   会 期: 2006年5月17-19日
   会 場: 神戸国際会館
   参加者: 195名
   講演件数: 171件
　(2)11th International Workshop Electromagnetic Nondestructive Evaluation (ENDE)
   会 期: 2006年6月14-16日
   会 場: Appi､Iwate, Japan
   参加者: 63名
   講演件数: 49件
　(3)Asia-Pacific Symposium on Applied Electromagnetics and Mechanics (APSAEM)
   会 期: 2006年7月20-21日
   会 場: Sydney, Australia
   参加者: 120名
   講演件数: 115件
  (4)11th Annual Engineering Forum (E-TECH2006)
   会 期: 2006年8月10-12日
   会 場: Nairobi, Kenya
   参加者: 45名
   講演件数: 10件
  (5)International Symposium on Smart Materials for Engineering and Biomedical Application (SMEBA) 
   会 期: 2006年 9月21-23日
   会 場: KAIST, Daejeon, Korea
   参加者: 98名
   講演件数: 75件
(6)第15回MAGDEAコンファレンス　
   会 期: 2006年11月1-2日
   会 場: 桐生市民文化会館
   参加者: 125名
   講演件数:99件
[3] 学会賞
  2005年度学会賞を選考した｡
[4] 分科会活動･委託研究
   学際領域における新しい分科会の設立準備を行った｡
III.会員状況(2007年3月31日現在)
   正会員     324人
   学生会員    44人
   法人会員     5社
2006年度予算･収支決算額
収入の部

[image: image8.emf]区分 平成17年度予算額（Ａ） 備　考

《支出の部》

事業支出

学会事務委託費

1,900,000

消　耗　品　費

80,000

通 信 運 搬 費

500,000

旅 費 交 通 費

50,000

会　　議　　費

50,000

印 刷 製 本 費

2,800,000

諸　　謝　　金

50,000

研究会・集会助成費

700,000

委 員 会 経 費

300,000

雑　　　　　費

100,000

支　出 合 計

6,530,000

次 期 繰 越 金

7,173,872


支出の部
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監査報告書
日本AEM学会
会長 谷 順二 殿





監事 本間 利久 印





監事 長南 征二 印
私達は,日本AEM学会会則に従って,2006年4月1日から2007年3月31日までの2006年度における会計及び業務の監査を行った結果,
1． 会計帳簿は証憑とすべて一致するものであり,
2． 業務活動は適正であると判断し,
ここに報告する.
第2号議案
日本AEM学会｢会則｣の一部改正
 第12条 本会に次の役員､評議員及び事務局長をおく｡
        1.会長    1名         2.副会長   2名
        3.理事    20名程度     4.監事    2名以内
        5.評議員   30名程度     6.事務局長  1名   
(理事の職務)
 第15条 理事は理事会を組織し､会務を処理する｡また理事は評議員を兼ねることができる｡
(評議員の職務)
 第16条 評議員は､評議会を組織し､会長と監事の候補者を選出するまた会長及び理事の諮問に応じ､審議､答申する｡
(役員の任期)
第18条 役員及び評議員の任期は2年とし､再任を妨げない｡但し､会長の再任は1度限りとする｡
(役員の選出)
第21条 会長が副会長と理事の候補者を選び､総会において承認を得る｡
(評議員の選出)
第22条 評議員は､正会員の中から正会員の投票で選出する｡また法人会員は1名を正会員として登録でき､1名の評議員を出すことができる｡
第3号議案
次期役員選出に関する件

日本AEM学会 2007年度役員候補
会長    谷 順二(東北大) 
副会長  榎園正人(大分大) 企画運営担当､   樋口俊郎(東大) 財務担当
理事 
   松本英治(京大)   広報委員長､      高橋則雄(岡山大)広報担当
   石橋一久(東海大)  学会賞選考委員長､ 上坂 充(東大)学会賞選考担当
   山田外史(金沢大)  国際交流委員長､   脇若弘之(信州大)国際交流担当
   澤田達男(慶応大)  学会誌編集委員長､ 押野谷康雄(東海大)学会誌編集担当
   大崎博之(東大)   論文委員長､ 長屋幸助(群馬大)   論文担当
   山田興冶(埼玉大)  会員担当､  野波建蔵(千葉大)  会員担当
   横田眞一(東工大)  会員担当､  斉藤兆古(法政大)  会員担当
   森下 信(横国大)  会員担当､  水野 毅(埼玉大) 会員担当
   高橋弘文(富士ｾﾗ) 会員担当､   今泉伸夫(並木精密宝石)  会員担当
   萬代新一(石播重工)会員担当､    山田 隆(日本総研) 会員担当
監事    石原好之(同志社大)､     永井正夫(東農工)   
顧問    海老原大樹(東学女短大)､  岡田養二(茨城大)
第4号議案
2007年度 事業計画
I.庶務事項
 (1)第17回日本AEM学会定時総会
   会 期: 2007年5月16日
   会 場: 早稲田大学国際会館  
 (2)理事会､企画運営委員会､編集委員会､論文委員会､選挙管理委員会を定例通り開催する｡
II.事 業
 [1]会誌等の刊行
  (1)日本AEM学会誌を年4回刊行する｡
  (2)APSAEM論文特集号を刊行する｡
  (3)MAGDAコンファレンス論文特集号を刊行する｡
  (4)養賢堂より本の出版を企画する｡
[2] 学術的会合
 (1)第18回電磁力関連のダイナミクス・シンポジウム
    会 期: 2007年5月16-18日
    会 場: 早稲田大学国際会館､東京
 (2)12th International Workshop on Electromagnetic Non- destructive Evaluation (ENDE 2007)
    会 期: 2007年6月19-21日
    会 場: Cardiff University, UK
 (3)16th International Symposium on Theoretical Electrical Engineering (ISTET‘07)
    会 期: 2007年6月20-23日
    会 場: Szczecin, Poland
 (4)12th Annual Engineering Forum (E-TECH2006)
    会 期: 2007年8月10-12日
    会 場: Nairobi, Kenya
 (5) 13th International Symposium on Applied Electromagnetic and Mechanics (ISEM 2007)
    会 期: 2007年9月9-12日
    会 場: Michigan, USA
 (6)13th Japanese-Mediterranean Workshop on Applied Electromagnetic Engineering for Magnetics, Superconducting and Nano Materials
    会 期: 2007年9月16-19日
    会 場: Larnaca, Cyprus
  (7)第16回MAGDAコンファレンス
    会 期: 2007年11月21-22日
    会 場: 京都
  (8)International Conference on Mechatronics and Information Technology
    会 期: 2007年12月5-6日
    会 場: 岐阜 
2007年度収支予算
収入の部 

[image: image3]
支出の部 
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[image: image1][image: image5.emf]区分 平成17年度予算額（Ａ） 平成17年度決算額（Ｂ） 差引過不足額（A-B） 備　考

《支出の部》

事業支出

学会事務委託費

2,000,000 1,883,925 116,075

消　耗　品　費

50,000 75,364 ▲ 25,364

通 信 運 搬 費

500,000 369,175 130,825

旅 費 交 通 費

50,000 0 50,000

会　　議　　費

50,000 2,150 47,850

印 刷 製 本 費

2,300,000 2,385,160 ▲ 85,160

諸　　謝　　金

100,000 40,000 60,000

研究会・集会助成費

1,000,000 556,000 444,000

雑　　　　　費

100,000 595,116 ▲ 495,116

学会賞経費

支　出 合 計

6,150,000 5,906,890 243,110

次 期 繰 越 金

6,014,850 6,913,872 ▲ 899,022

[image: image6.emf]区分 平成17年度予算額（Ａ） 平成17年度決算額（Ｂ） 差引過不足額（A-B） 備　考

《収入の部》

前期繰越金

6,014,850 6,014,850 0

小　　　計

6,014,850 6,014,850 0

入会金収入

50,000 54,000 4,000

会 費 収 入

3,300,000 3,882,000 582,000

正 会 員 会 費

2,580,000 2,616,000 36,000

学 生 会 員 会 費

70,000 116,000 46,000

法 人 会 員 会 費

650,000 1,150,000 500,000

事 業 収 入

2,800,000 2,839,670 39,670

学会誌等資料領布収入 

100,000 61,450 ▲ 38,550

論文等別刷代収入 

2,700,000 2,778,220 78,220

雑　収　入

0 30,242 30,242

小　　　計

6,150,000 6,805,912 655,912

収 入 合 計

12,164,850 12,820,762 655,912

[image: image7.emf]区分 平成17年度予算額（Ａ） 備　考

《収入の部》

前期繰越金

6,913,872

小　　　計

6,913,872

入会金収入

50,000

会 費 収 入

3,900,000

正 会 員 会 費

2,630,000

学 生 会 員 会 費

120,000

法 人 会 員 会 費

1,150,000

事 業 収 入

2,800,000

学会誌等資料領布収入 

100,000

 論文等別刷代収入 

2,700,000

雑　収　入

40,000

小　　　計

6,790,000

収 入 合 計

13,703,872

